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109 表5-1 下記※1の表に差し
替えて下さい 18/12/14

113 表5-3 下記※2の表に差し
替えて下さい 18/12/14

図表

※１

■第2版　第1刷（2017年3月10日発行）の修正・更新箇所

正誤表・更新情報

本書中に訂正・更新箇所等がございました。お手数をお掛けしますが、下記ご参照頂けますようお願い申
しあげます　（2018年12月14日）	


 2） 医薬品中の界面活性剤
界面活性剤は，少量で界面または表面の諸性質を変化させ，水の表面張
力を低下させる物質です．界面活性剤の分子内には親水基と疎水基があり，
乳化剤や可溶化剤として使用されています．現在，注射薬に含まれる界面
活性剤は，総合ビタミン剤などに含まれるポリソルベート80（Tw80）や，
免疫抑制薬などに含まれるポリオキシエチレン硬化ヒマシ油60（HCO60），
脂肪乳剤に含まれるレシチンなどがあります．また，これらを添加剤とし
て含有する医薬品の添付文書には，DEHPの溶出に関して“PVC製の輸液
容器・輸液セットの使用を避けること”や“DEHPを含まない輸液セット

表5-1●  DEHPを溶出させる界面活性剤とそれを含有する代表的な医薬品ならびに添付文書上
の回避方法に関する記載

界面活性剤 代表的な医薬品 回避方法
ポリオキシエチレンヒマシ油 サンディミュン® 点滴静注用

タキソール® 注射液
●
○

ポリオキシエチレン硬化ヒマシ油60 プログラフ® 注射液
フロリード®F注
サンラビン® 点滴静注用

●
●
●

ポリソルベート80，ポリソルベート20 ラステット® 注
アンカロン® 注
ジェブタナ® 点滴静注
ネオパレン® 輸液
エルネオパ® 輸液
フルカリック® 輸液
ビタジェクト® 注キット
トーリセル® 点滴静注液

○
●
●
○
○
○
○
○

大豆油，レシチン ディプリバン® 注
リプル® 注
パルクス® 注
イントラリポス® 輸液
ロピオン® 静注
ミキシッド® -L, H輸液
ケイツー®N静注

○
●
●
○
○
○
○

大豆リン脂質 アムビゾーム® 点滴静注用 ○

●：PVC製の輸液容器・輸液セットの使用を避ける，あるいは避けることが望ましい
○：DEHPを含まない輸液セット等を使用する，あるいは使用することが望ましい

1. 溶出・吸着・収着 109

第
5
章

医
療
機
器
と
の
相
互
作
用



※２

収着＝内部に取り込まれる現象

投与経路内

薬剤

薬剤

図5-4● 医薬品の収着

表5-3● 吸着・収着が報告されている医薬品
一般名 代表的な商品名

吸着が報告されている医薬品

アミオダロン塩酸塩
ヒドララジン塩酸塩
クロミプラミン塩酸塩
プロメタジン塩酸塩
レボメプロマジン
G-CSF製剤

インスリン製剤

アンカロン® 注
アプレゾリン® 注射用
アナフラニール® 点滴静注液
ヒベルナ® 注
ヒルナミン® 筋注
グラン® 注射液，ノイトロジン® 注，ノイアップ®
注
ヒューマリン®R注，ヒューマリン®N注

収着が報告されている医薬品

ニトログリセリン
イソソルビド硝酸塩
ジルチアゼム塩酸塩
ニカルジピン塩酸塩
ジアゼパム
フルニトラゼパム
ミダゾラム
クロルプロマジン塩酸塩

ミリスロール® 注
ニトロール® 注
ヘルベッサー® 注射用
ペルジピン® 注射液
セルシン® 注射液
サイレース® 静注
ドルミカム® 注射液
コントミン® 筋注
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